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(5) 鳴き音の低速度における特性について， stick -slip を考慮したはりの運動方程式を用いて計算することにより，
実験結果とよく一致することを明らかにしている。
(6) はりを摩擦面に対して傾けた場合，傾斜角の増大にともない，鳴き音の周波数は高くなることを明らかにしている。
また，傾斜角による鳴き音の周波数の増加の比率は高周波ほど大きくなることを理論解析からも明確にしている。
(7) タイヤスキールの周波数はタイヤのトレッドの溝の深さやリブの幅にはほとんど影響されず，トレッドゴムの振動
部分の厚さによることを実験および理論解析より明らかにしている。さらにスキールの発生には，タイアの横すべり
によるゴムの摩擦面温度の影響が大きいことを明らかにしている。これらの結果を用いて，自動車の実際の走行にお
けるスキールの発生を予測することが可能であることを示している。
(8) 大型の円筒ころ軸受のきしり音の発生機構について，発生する周波数が荷重の大きさおよび保持器の材質には影響
しないことを明らかにしている。さらに，この周波数はころと外輪との連成系の固有振動数であることを，新たに実
験および理論解析から明確にしている。
以上のように，本論文は，摩擦音の発生機構について基礎的な実験と理論によりその発生条件を解明するための系統
的な手法を明らかにするとともに，タイヤや円筒ころ軸受などから実際に発生するきしり音についても従来の研究より
更に進んだ解明を行っている。こらの成果は機械工学ならびにトライボロジーの分野の発展に寄与するところが大き
い。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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